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企 画 趣 旨 
 複数の個人に関する時間的変化をとらえたデー

タ（縦断データ：longitudinal data）を集めて分析す

ることは，教育心理学研究において重要性がます

ます高まっている。例えば，学校の内外における

児童の心理・行動を，単に特定の時点から一面的

に捉えるのではなく時間を追って観察して分析す

ることで，それらの変化の大きさや個人差・集団

差を説明する視点を新たに与えてくれるからであ

る。 

 本チュートリアルセミナーでは，縦断データ分

析のはじめの一歩と二歩として，「縦断データの最

新の理論的展開について学びたい」というよりは 

「縦断データとは何で，何ができるのかを知りた

い」，あるいは「縦断データ分析に興味・関心はあ

るが，その基礎を学べる機会がなく，また数理的

な色の濃い説明が苦手である」といった初学者の

方を対象としている。内容は，まず宇佐美から縦

断データの基本的事項，また統計モデルとして，

潜在成長モデル（latent growth model）・交差遅延モ

デル（autoregressive cross-lagged model）の基礎を解

説する。そして，吉武・高橋の二人からは，これ

らのモデルの心理学研究への実践例の報告と，も

う一歩進んだ方法論について話題提供をする。 

縦断データとは何か，また何ができるのか？ 
宇佐美 慧 

 小学校六年間を通して得られた各児童に対する

身体測定のデータのように，複数の個人（児童）に

対して複数の時点にわたって集めたデータが縦断

データである（宇佐美，2015）。横断データに比べ，

縦断データを収集するには時間を要し，また費用

が嵩むのが一般的である。それにもかかわらず，

国内外（とくに，国外）で縦断データを活用した研

究事例は長らく増加傾向にあり，とりわけ教育心

理学や発達心理学のような，個人の変化や発達・

成長を考えることが多い分野では重要性の高い研

究デザインとなっている。しかし国内では，縦断

データ分析の教科書・専門書が極めて少ないとい

う事実からも分かるように，それについて体系的

に学ぶための機会やールは限られている。 

 本発表では，縦断データとは何かという事をま

ず整理した上で，縦断データを収集することで

我々が調べることのできる研究仮説の幅がどのよ

うに広がるのかを説明する。そして，具体的な統

計モデルとして，潜在成長モデル・交差遅延モデ

ルの二つを取り上げ，その基本的事項について解

説する。以下に，発表の概略を示していく。 

 縦断データを集めることの利点は，(1)興味ある

変数に関する時間的な変化・発達・成長の平均像

や個人差について（より正確に）知ることができる，

(2)時間的な変化の個人差が他の変数からどのよ

うに説明・予測できるかを知ることができる，(3)

縦断的に測定された複数の変数がある場合，それ

らの時間的な変化の関係性を知ることで，因果関

係により迫った解釈が可能になる，(4)変数の時間

的な変化の様相や変数間の関係性の強さについて

の集団差が考察できる，といった点に大きく分け

ることができる（類似の分類には他にも幾つかあり，例

えば Baltes & Nesselroade, 1979; 宇佐美，2015を参照の

こと）。このように縦断データは，研究仮説の検証

上極めて魅力的である。 

 特に(1)の点が縦断データの基本的な特長を表

している。統計分析は単に集団の情報を要約す

る・平均処理するための方法と誤って認識される

ことが多々あるが，変数の時間的変化の個人差を

捉えることで，縦断データは単に集団の全体（平

均）のみならず特定の個人の変化にも迫った解釈

の枠組を与える情報となる。このことを可能にす

るための具体的な方法の１つが潜在成長モデル

（Meredith & Tisak, 1984, 1990）である。潜在成長モ

デルは，様々な統計モデルを含んだ総称であり，

そのためモデルの表現を工夫することで上記

(1)-(4)全ての点に関する検証が可能になる。今回

は，特に(1),(2)のための潜在成長モデルについ 

て，その基本的事項を解説する。 

 上記(3)の，変数間の因果関係は研究者の多くが

関心を持つ話題である。交差遅延モデルは，「現在

の変数についての情報が過去の他の変数の情報か

らどれだけ予測・説明できるか」を通して，因果

関係に迫った検証を可能にする方法である。ただ

し，ひとくちに「関係」と言っても，「個人間の」

相関関係や「個人内の」共変関係，そして因果関

係など，意味は多様である（例えば，南風原，2002）。

縦断データを通して，どのような「関係」に迫る

ことができるのかについて，交差遅延モデル（や

一部，他のモデル）を念頭に置いて解説していく。 
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出来事が先か幸福感が先か 
交差遅延モデルを用いた因果関係の推定 

吉武尚美 

 教育の目的は子どもの幸福の実現であり，幸福

な子どもこそよく学ぶといわれる（Noddings, 2003）。

しかしながら，今日の学校教育ならびに教育心理

学研究においては，児童生徒の心理的問題や問題

行動は注目されているものの，子どもが学習課題

に取り組み，周囲の環境と関わり合う中で，どれ

だけ喜びや満足感を抱いているかという視点は重

要視されていない。成人期の幸福感研究において

は，ポジティブな経験の蓄積が生活満足度を高め

るのか（トップダウン理論），満足度の高い者は環境

に対して肯定的に働きかけ，ポジティブな経験を

多くするのか（ボトムアップ理論）という論争が展開

されてきたが，子どもの幸福感に寄与する環境要

因についての知見は多くない。 

 ところで，精神的不適応とライフイベントの関

係については多くの知見が出され，近年では縦断

データを使用して，相互の影響関係を検討する試

みや認知的素因を加味した検討も行われている。

しかしながら，研究者の仮説に基づいた因果関係

の検証のみを可能とするデータから検討される場

合がほとんどである（例えば，ライフイベントを１時点

目，抑うつ傾向を２時点目で測定したもの）。仮説の検証

は，対立するモデルの検討を通してこそ妥当性が

確認できる。２つの変数間の因果関係を適切に検

討するには，縦断データであるだけでなく，双方

向の因果関係の可能性を評価できる研究デザイン

が必要となる。このデザインを構造方程式モデル

で実現するのが交差遅延モデルであり，それぞれ

の変数の時間的安定性を統制した上で，想定する

仮説モデルの検証と同時に，相反する因果関係の

可能性の検証が行える。 

 そこで吉武（2010）は，中学生の生活満足度に注

目し，夏休みを挟んだ２時点のデータをもとに，

日常の良い出来事との双方向の因果関係の可能性

を検討した。すなわち，出来事と生活満足度を２

時点ともに測定し，両変数間に想定される２つの

因果関係を同時に考慮した上で（ボトムアップ：良い

出来事→満足度，トップダウン：満足度→良い出来事），い

ずれの方向性がより妥当なものとして推定される

かを検討した。セミナーでは，ライフイベントと

精神的適応の関係性を検討した研究を紹介すると

ともに，話題提供者が初めて交差遅延モデルの分

析に挑んだ際に遭遇した，データ収集や分析にお

ける困難や苦労した点についてもお話する。 

教育心理学研究のための潜在成長モデルの 
一歩目と二歩目 

高橋雄介 

 哀しいお知らせがひとつある。本報告に際して，

過去３年間の教育心理学研究誌を参照したところ，

（潜在）成長モデル・成長曲線モデル・潜在曲線モ

デル・潜在成長曲線モデル，そして階層線形モデ

ルやマルチレベル分析，それをどのように呼称し

ても相違ないが，縦断データに対してこのモデル

を適用して分析を行い，研究報告を行っている論

文は，残念ながら皆無であった。無論，教育心理

学分野において，潜在成長モデルを適用すること

が無意味だと言うならこれは当然の現状であるが，

おそらくそうではあるまい。その証拠として，過

去３年の間に Journal of Educational Psychology

ではこのモデルを用いて分析が行われた論文が10

本程度あり，個人内変化（のパタン）の個人間差（個

人間変動）を推定することを目的としたこのモデル

が教育心理学分野の研究に有用であることに疑念

を挟む余地のほうがよほど少ない。 

 そこで，本報告では以下の３点を主たる目的と

する。１つめの目的は，教育心理学研究に資す潜

在成長モデルの一歩目を踏み出すために，この分

析手法の適用のされ方（測定時点数，標本サイズ，従

属変数は複数あるか，説明変数の有無，２次の項の有無な

ど）とその結果・解釈を確認することである。具

体的には，最近10数年以内に心理学近接領域の国

内他誌において報告された研究論文を概観し

（e.g.，安藤・無藤，2008; 朴峠他，2011，中田，2008; 大

隅他，2013; 角谷，2005; 鈴木他，2010; 宇佐美・菅原，

2012），最近３年以内に Journal of Educational 
Psychology において報告された論文のうちのい

くつかについてもその内容を簡単に紹介する

（e.g., Chueng et al., 2015; Frischkorn et al., 2014）。

次に，２つめの目的は，Curran et al.（2010）の

“潜在曲線モデルに関する12個のよくある質問”

に添って，さらにこのモデルに関する理解を深め

ることである。最後に，３つめの目的は，教育心

理学研究に資する潜在成長モデルの二歩目を踏み

出すために，交差遅延モデルと潜在曲線モデルの

合わせ 技一 本，自 己回 帰潜在 軌跡 モデ ル

（autoregressive latent trajectory model, Bollen & 

Curran, 2004; Curran & Bollen, 2001）および残差を構

造化した潜在成長モデル（latent growth models with 

structured residuals, Curran et al., 2014）の紹介を

行うことである。複数の変数間の関連性について

知りたい場合，これらの分析は，複数の切片・傾

きの関連性に加えて，測定時点間の安定性（自己

回帰性）と変数間の因果関係（交差遅延効果）も合わ

せて検討の対象とし，とりわけ後者は個人間変動

と個人内変動を分離可能とされるため，今後これ

らのモデルの利用は増えるかもしれない。併せて，

これらの手法が適用された最近２年以内の研究事

例をいくつか報告する（e.g., Hawes et al., 2015; 

McLaughlin & King, 2015; Weidman et al., 2015）。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


